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公立高校学科紹介 その２ 「美術・芸術系」 

 公立の学校では、工芸高校と港南造形高校があります。どちらの学校もデザインや造形を総

合的に学ぶ学校です。入試は、特別選抜入試になります。５教科の学力検査と基礎的描写・総

合的表現の実技検査があります。 

 

 

 

 

 

 

港南造形高校 
1学年 200名、3学年 600名全員が美術・造形を専門的に学ぶ日本最大の美術専門高校です。 

１年次は、美術の専門科目が週に 8時間あります。実習授業を通じてさまざまな造形分

野に触れ、学習・経験を重ねます。 

２年次は、美術の専門科目が週に 10 時間あります。15 の造形分野（洋画、日本画、

版画、彫刻、グラフィックデザイン、プロダクトデザイン、スペースデザイン、イラスト

レーション、絵本、陶芸、ガラス、金工、木工、漆芸、染織）のうち 3分野を自由に選択し、専門

的に学びます。 

３年次は、「課題研究（卒業制作）」として 3分野の中から 1分野に絞り込み、さらに

専門性を高めます。また、進路に応じて普通科目途専門科目を選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 15日は土曜参観があります。「じっくり見学」に申し込んだ人は担任の先生に申し出るこ

と。 

 

工芸高校 
令和 5年に創立 100周年を迎えた長い歴史を持ち、「デザインと美術」を専門とする高校で

す。ビジュアルデザイン科、映像デザイン科、プロダクトデザイン科、インテリアデザイン科、

建築デザイン科と美術科を合わせて、６学科あります。3年間の継続的かつ専門的な授業を通

じて、知識と技術の習得に励みます。 

 

ビジュアルデザイン科では… 

広告、ポスター、パンフレット、パッケージ、イラストレーション、画像加工など、グラフ

ィックデザインを中心とした課題に取り組み、発想力、企画力、プレゼンテーション力など、

総合的なデザイン力を育みます。 

 

映像デザイン科では… 

広告写真や印刷等のフォトデザイン、CM・ドラマ等のビデオ、コンピュー

タグラフィックスの 3つを柱とした映像メディア制作を通して豊かな感性を

磨き、デザインの基本と応用を実践的に学びます。 

 

プロダクトデザイン科では… 

 食器や電化製品などの日用品、自動車などの大型製品まで、立体製品・造形物を考察、デザ

イン、制作するための、様々な素材の知識や加工技術を習得し、美しさ、機能性など多様な視

点を実践的に学びます。 

 

インテリアデザイン科では… 

 机の上の小さな雑貨はもちろん、インテリアに関わるポスターなどの平面作品から、家具、

照明、ディスプレイ、住宅や空間の設計など、生活に関わる全てを題材にしてデザインを学び

ます。 

 

建築デザイン科では… 

住宅建築、オフィスビル、マンションなど、建築物の設計や空間のデザイン

を中心に、CAD、パース着彩、模型制作などを学びます。建築士の資格取得や

設計コンペ応募などの学びもサポートします。 

 

美術科では… 

美術造形の基礎となる「素描」「構成」「色彩」を柱に、絵画（日本画・洋画）、

彫刻、デザインなどの選択専攻によるきめ細かい指導で、豊かな感性と技術を

育てます。 

 

港南造形高校 実技講習会 

10/25 学校説明会、12/13 学校説明会 

申 込：約１か月前から申し込み開始。各自ホームページより申し込むこと。 

定員あり。詳細、持ち物はホームページで確認すること。 

 

工芸高校 ①11/15 じっくり見学、 ②12/25実技講習会 

申 込：各自ホームページより申し込むこと。 

詳細、持ち物はホームページで確認すること。 

例年の実技検査問題（実技検査の配点は基礎的描写 75点、総合的表現 75点です。） 

基礎的描写 与えられたもの（モチーフ）を机上に置き、左の枠内に鉛筆で写生しなさい。 

 

総合的表現 示された言葉からイメージを広げ、左の枠内に鉛筆と絵の具を用いて絵を描きな

さい。 
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